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1　はじめに

新潟大学における教養外国語教育は平成5年度にそ

の改革の一歩を踏みだし、3年を経た現在、この土台

の上に真に実効のある、また安定的に楼能する教育制

度を確立すべく平成9年度に向けて議論が進められて

いる。どのような形でこの改革が実現することになる

にせよ、それは5年度改革と異なり、ほぼ恒久的な制

度的枠組みとして本学における外国語教育のあり方を

将来にわたって決定するものと思われる。従って今次

の改革は、5年度に着手したものを完成させるという

だけでなく、これまで本学におけると同様全国的に展

開されてきた外国語教育をめぐる改革議論に対しても、

いわば総仕上げ的な意味を持つことになる。改革が制

度の安易な手直しで終わらないためにも、様々なレベ

ルで外国語教育のあるべき姿について徹底した議論が

必要な所以である。以下は外国語教育の限界とその打

開の可能性について一教師の見解と提言を述べたもの

だが、議論に資することができれば幸いである。

2　外国語教育の「形骸化」をどう理解するか

先ず外国語教育の現状の分析から始めたい。平成5

年度の改革によって漸く教育の少人数化が図られ、そ

れまでの講義形式のようなクラス規模が英語、初修外

国語とも30～50人程度に縮小されたことは、教育状況

に一定の改善をもたらした。しかしその後3年を経過

した今明らかなことは、形骸化、空洞化という批判が

指サものに多少の改善があったと言えるとすれば、そ

れは多く量的なレベルでのものであり、教育の実体は

それが抱える問題とともに、本質的に変化がなかった

ということである。即ち大幅に縮小されたクラス規模

という以前に較べればはるかに恵まれた学習環境にも

かかわらず、この量的改善が必ずしも質的改善に結び

つかなかったのである。8単位から4単位への単位数

の半減という到達度における犠牲を払っても改革が目

指したものは、一つに学生の学習意欲を喚起し、充実

した教育を実現することで外国語学習の意義を回復す

ることであったはずである。
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こ の点 で ある程度期待どおりの成果が あ っ たとすれ

ばそ れは平成 7 年度に導入された初修外国語の全学集

中 コ
ー

ス で あ ろう ( ク ラ ス 規模20 - 3 0 人 ､ 週 4 回開講 ､

尚 こ の コ
ー

ス の 制度 の概要に つ い て は本年報第
一

号 で

報告 した) ｡ こ の コ ー

ス を受講 した学生は前期で卒業

要件単位を取得する こ とになるが ､ 目下判明 して い る

とこ ろ で は ドイ ツ語 で 受講生の 半数､ 中国語 では 6 割

を超え る学生が自由意志で後期中級科目を履修した ｡

意欲的な学習の 喚起とい う点で 一

定 の 成果があ っ た と

言 っ て よかろう｡

こ の 例は ､ 少なくとも少人数化に加え て集中化とい

うい わば 二 重 の量的改善が漸く教育の 目に見える質的

改善に効果の ある こ とを示 して い る｡ しか し､ た と え

外国語教育を全て 少人数集中ク ラ ス に よ っ て行う こと

が望ま しく､ ま た現実的に可 能で あるとして も ､ 専ら

そ の量的側面にだけ依存した教育改革はやはり問題な

しとは しな い ｡ 以下に学生の意欲の 減退とい う現象を

手がか りに ､ 外国語教育の 質的改善が抱える課題に つ

い て考え て みた い ｡

現在中級 レ ベ ル の外国語授業の大半は英語 ､ 初修外

国語とも読解力の 養成に充て られて い る｡ こ こ で教師

が直面 して い る最も大きな困難の
一

つ は ､ 学生が テ ク

ス トを読ん で い ない ､ と い う こと で あるとよく言われ

る｡ 予習を して こない と い う こと以上に ､ 予習をし て

きた と胸を張る学生が ､ 滑らかに訳 しはするが 内容の

理解に意を払わない ､ つ ま り ｢ 読ん+ で は い な い の で

ある｡ 機械的に コ
ー ドを置き換え るだ け の 訳読は効率

が悪く ､ ス ト レ ス の たま る作業で あるばか り で なく ､

読解力に資すると ころが あるかすら疑問を抱かせ る｡

しか し他方見方を変えればこ の 現象は現行の教育制度

が生み だした必然的な結果で もあるとも考えられる｡

もう少 し こ の 現象に立ち入 っ て検討 して見た い ｡

｢ 読む+ と い う行為が成立するため には対象が母語

で 書かれたもの で あれ ､ 外国語に よるもの で あれ基本

的に同 じ意識運動の メ カ ニ ズ ム が働く と想定で きる｡

通常 こ の メ カ ニ ズ ム は テ ク ス トを手にと っ て読む前に ､

何らか の 目的､ 意図､ 動機 ､ 関心 に よる テ ク ス トの 選

択とい う形で 動き始める｡ そ して これが読書の精粗､

ス ピ
ー ドなど読み方の具体的な展開を決め る ことにな

るが ､ 目的な い し動機が ｢読む+ た めに決定的に重要

な フ ァ ク タ
ー

で あ っ て も､ 予 め テ ク ス トが決ま っ て い

るか ､ 選択 の 幅が 限定されて い る外国語の授業で は副

次的な意味合い しか持たな い の で ､ こ こ で は実際の読

書の プ ロ セ ス に絞 っ て ､ テ ク ス ト受容の条件を考えて

み る ｡
一

般 に言語学で は ｢ 読む+ とい う行為を可能に

するため に基本的に 三 つ の 能力が活用されると し て い

る｡ ( V gl . W . M i ch el : Z u r E n t w i c kl u n g d e r L e s e
-

k o m p e t e n z i n D e u t s cb al s F r e m d s p r a ch e , i n : Zi el
-

s p r a c h e D e u t s c h , 3/ 1 9 7 9)

一

つ は純粋に言語的な能力で あり ､ 文字､ 語柔 ､ 文

法などに つ い て の知識からなる ｡ そ もそ も読む ことを

可能にする最小限の 条件で あり､ 他 の 二 つ の 能力もこ

れを前提に し て機能する ｡ 二 つ 目 の 能力は コ ン テ ク ス

ト形成の能力で ､ 第
一

の 能力が文単位の解読に 向かう

とすれば ､ これはより大きな単位で 意味連関を構成す

る力である｡ 読 み なが ら絶えず読書の 意図に応 じた過

去把持と未来把持を繰り返 し､ そ の 間に意味の 有機的

な関係を作り出してゆく能力で ある ｡ テ ク ス トに よ っ

て言語的な能力に多少の欠損が生ずるとき､ 例 えば難

解な語嚢に遭遇 した折りにそ れで も全体の 理解に大き

な支障がない とすれば､ こ れ は こ の第 二 の能力が カ バ
ー

して い る ことになる ｡

そ して 第三は テク ス ト の種額に応 じてそ の 都度最も

適切な読み 方をする能力で ある｡ 例 えば新聞を読むと

きには ､ 我 々 は新聞と い う テ ク ス トの カ テ ゴ リ ー

に 固

有な情報提示の 構造に対 して ､ い つ ､ どこ で ､ 誰が ､

なぜ ､ 何を したか と いう ､ そ の構造に見合うい わば情

報の捕獲網を無意識のうちにも用意する｡ ま た同じ文

章で あ っ て もそ れが新聞､ 小説､ エ ッ セ イ ､ 広告な ど

媒体の 種額によ っ て異な っ た意味を生ずるこ とも知 っ

て い る ｡ 更 に テ ク ス トを構成する段落 ､ 改行 ､ レ イ ア

ウトなどの 非言語的な情報を的確に読み とる能力もこ

こ に含まれ る｡

以 上挙げた三 つ の 能力は ､ 母語 で書かれた もの を読

む際には ､ 読書 の 意図と テ ク ス ト の種額に よ っ て変動

はあ っ ても通常大学生ともなれば十分に発達 しており､

一

応過不足なく活用され て い る と仮定で きる｡ しか し

外国語で 書かれた もの を読むとなると事態は大きく変

わる｡ 多かれ少なかれ殆ど の学生は テ ク ス トを専ら第

一

に挙げた言語的な能力だけ で読もうとする ､ つ まり
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辞書と文法だけが療りな の で ある ｡ 後 の 二 つ の 能力が

十分に活用されるケ
ー ス は稀に しか ない ｡ 言語的な能

力は不可欠で あ っ て も読解力の
一

能力にすぎない 以上 ､

こ の ような読み方か ら帰結するもの が理解の 伴わない

コ
ー ドの置き換えとな るの も当然の こと で もある｡ 持 っ

て い る能力を用い ず ､ また 内容の 理解か ら独立 した訳

読の 作業は不経済なばか りか やが て ス ト レ ス を伴 っ て

意欲の減退に つ なが る｡ よく云われる ｢ や る気がない+

理由 の
一

端 は こ こ にあるように思われる ｡

しか し問題とす べ きは ､ で は なぜ外国語に 当た っ て

は言語的な能力
一

辺倒 で読もうとするの か ､ なぜ母語

で培 っ た能力を活用 しようとしない の か ､ と いう こと

で あろう ｡

と こ ろ で W . フ ン ボ ル ト は そ の 浩翰な言語学の考察

の なか で ､ 言語 の 普遍性と他方そ の個別性､ 多様性と

い う概念に依りながら､ 互い に
一

方が他方の存立 の不可

欠の 条件 で ある ことを明らか に し て い るが ( U e b e r

di e V e rs c h i e d e n h eit d e s m e n s c h li c h e n S p r a c h
-

b a u e s u n d i h r e n Ei n fl uL3 a u f di e g eis tig e E n t w i c k
-

1 u n g d e s M e n s c h e n g e s c hl e c h t s , 1 8 2 7
-

1 8 2 9) ､ 言 語 の

定義の ため に用い られて い る こ の 中心的な概念は ､ 今

我 々 が抱えて い る外国語教育の 問題を理解する上 で も

非常に示唆に富む｡

普遍性とは
一

つ の 言語における全て の言語現象に共

通する､ そ れを支えると同時にそ れに よ っ て 支え られ

るい わば規範と して の体系を指す ｡ 英語 で あれば今 ロ

ソ ドン の街角でわめき散ら して い る酔 っ ぱらい の 英語

も､ フ ォ ル ス タ ッ フ の 英語も時間､ 空間を超え て 同
一

の 体系 の規範性に還元される｡ 言語 の こ の 普遍的性格

に対 して他方あらゆる言語行為､ 言語現象は ､ 酔漢 で

あれシ ェ イ ク ス ピ ア で あれ個別的で しか あり得ず ､ そ

れに よ っ て 必然的に多様なもの で ある｡

こ の個別性という言葉が含意す ると ころは ､ 言語行

為は原理的に個人的営為で しかありえず ､ か つ 言語は

使われて こそ言語で あり､ 使用されるた めに存在する ､

とも言い換え る ことが できる ｡ そ して使用するた めに

は自明きわまりな い ことだ が ､ 使用する主体が い る こ

とが不可 欠の 条件で ある｡ こ の 自明なことが外国語教

育におい て さほ ど自明 とな っ て い な い こ とに問題があ

る の で ある ｡ 例 えば高校まで の 英語教育の 中心 に据え

られて い るもの は言うまで もなく ､ 個別 の言語主体を

超えた規範の体系の学習で あり､ 試験 で問われるの は

こ の 普遍性の レ ベ ル で の知識量で ある｡ こ れは端的に

点数 とい う形で 数量化で きる レ ベ ル であり ､ 多く の生

徒が専ら関心を持 つ の は こちらで あ っ て ､ 言語 の個別

性､ 多様性と して現れる個別主体の 言語行為ではな い ｡

こ れは容易に点数化で きない 能力で もある ｡

読解力の 問題 に戻ると､ こ の ような外国語を個別言

語主体を超えたとこ ろに設定し､ 教育し てきた事情が ､

先 ほ ど挙げた 三 つ の 能力の 中で 第
一

の 言語的な能力だ

けが
一

人歩きする習性を生み 出したと言えない で あろ

うか ｡

読解が ｢ 読む+ と い う主体的な言語行為に なりにく

い もう
一

つ の 理 由も､ 学生が 言語的な能力以外の 能力

をい わば副次的なものと見な して い る ことに由来する｡

例 えば シ ェ イ ク ス ピ アなりゲ
ー テ なりを読む読解力の

授業で学生は何を学ぼうと して い る の か考え てみ よう｡

そ の授業が高校の それと大きく異なる こと の ない 教授

法に基づい て行われるならば､ 制度的には ｢英語+ な

い し ｢ ドイ ツ 語+ の 授業で あ る以上 ､ 学生にと っ て学

ぶ べ き こ とは何よりも英語で あり ドイ ツ語な の で あり ､

そ の 言語 に つ い て の 知識で あ っ て ､ 決 して ｢ マ ク ベ ス+

な い し ｢ ヴ ュ ル タ -

+ の 作品の 受容が授業の主目的で

あるとは了解され な い ｡ 制度上 ど の よう な文学作品 も

哲学書も詰まると こ ろ ｢語学教材+ に過 ぎな い の だか

ら｡ テ ク ス トとい う個別性から出発して体系とい う普

遍性に つ い て の 知識に至ろうとする経路を辿る限り､

む しろ こ の経路を普遍か ら個別 へ と逆に辿る の で な い

限り ､ 現在 の制度的条件は学生がテ ク ス トを ｢ 読む+

の で は なく ､ ひ たすら言語的な能力で対応 しようとす

る傾向を更に助長するだけで ある ｡

3 言語を ｢教える+ ､ ｢ 教わる+ こ との限界

この ように外国語の 普遍性の レ ベ ル に強く依拠 した

教育は ､ 外国語は教えられるもの であり､ ま た教わる

もの で ある ､ と い う教育と学習上の 習性を自明なこ と

に し て しま っ た ｡ 確 かに教えるもの と､ 教 えられるも

の が い て ､ そ の 間 で教えられる べ き外国語が媒介され

ると い う ことば ､ 他 の 全 て の教科におけ ると同じよう
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に当然か つ 自明 の こ と の ように思われる｡ しか し果た

して外国語は本当に教える こ とが 出来るの で あろうか ｡

無論そ の 概念化された体系に つ い て ､ ま たそ の様 々 な

言語現象に つ い て は教える ことは出来る ｡ そ の量はお

そらく無限と云 っ て もい い で あろう｡ しか し外国語を

一

つ の言語 と してみ るな らば ､ そ の 言語に つ い て教え

られた知識を積み 上げて い く ことが ､ そ のまま学習者

一

人
一

人 の 個別的な言語能力 (S p r a c h v e r m 6 g e n) を

培うこ とにな ると信 じて い い の で あろうか ｡ 英文法の

知識におい て 日本の受験生を凌駕する ア メ リカ人を捜

すとすれば言語学老を引 っ ばり出さなければならない ､

と は よく云われる ことで ある ｡

確 かに外国語を習得するに当た っ て は ､ そ の言語に

つ い て の 知識は言語能力の 発達にと っ て 不可欠の 要因

で ある ｡ しか し決 し て無条件の 前提で はない ｡ 学習者

の 置か れた境遇に よ っ て は文法学習などを経由せずと

も十分な外国語能力を身に付ける こ とは可能である｡

外国語教育の 目標が ､ レ ベ ル の 如何を問わずその 言語

を母語がそうで あると同じように主体的に使用する能

力を育成する こ と で あるならば､ 知識 の学習は こ の 能

力習得の ため の 手段 ､ 学習環境が余儀なくする不可避

的な､ か つ 有効な手段と し て 明確な位置付けがなされ

る べ き で ある ｡ こ の こ とは しか し独学 で外国語を習得

しようと して い る者には全く無意味な議論で あろう｡

外国語は独学によ っ て最も成果を あげやすい 科目だと

よく言われ､ 事実学生の 中にも数は少ない が成功 した

ケ ー ス は毎年見られる｡ 明確な目的意識を持 っ て励む

独学者に と っ て外国語に つ い て の 知識が手段で しかな

い ことははなか ら当た り前の こと で ある ｡ 教育におい

てだけこ の 自然の 理が等閑にされて い る の である｡ こ

こ で外国語教育不要論を唱 えた い の で はな い ｡ 手段 で

しか な い もの を 目的化 し､ 外国語は教えるもの ､ 教わ

るもの と い う自明さに寄り掛か っ てきた これま で の教

育制度と実践 の 中に こそ ､ 外国語教育の空洞化､ 形骸

化の 遠因が潜ん で い ると言わ ざるをえ な い ｡

しか し制度と教授法における手段と目的の混同は 一

昔前まで はさほ ど問題にされる ことは なか っ た ｡ こ れ

を外国語教育の 形骸化と関連させ なければならない と

ころに今日に固有の状況があ ると思われる｡

明治期 に卓抜な外国語教育論を書い た 淑石 (｢ 語学

養成法+ ､ 明治4 4 年) の英語教育改善に つ い て の 提案

は ､ と りわけ教授法の 限界と教師の 養成の必 要性に つ

い て 今日 の我 々 も大い に傾聴す べ き ラ デ ィ カ ル なもの

で あるが ､ 彼 に し て も学習者の言語能力､ つ ま り言語

の個別性 ､ 多様性 へ の配慮は教育論の 外に置かれて い

る｡ こ の時代における外国語の 社会的また個人的な有

用性 ､ それによる豊富な学習の 動機付け､ そ して 知的

エ リ
ー

ト である学習者､ と い う恵まれた環境におい て

は ､ い わば普遍か ら個別､ 多様 - 至 る回路の 形成は議

論するまで もなく当然の こ とと し て学習者に委ね て お

い て良か っ た の で ある ｡

淑石 の 時代か らほぼ
一

世紀近く経過 した今日､ 大学

の 外国語教育をとりまく歴史的 ､ 社会的条件は大きく

変化 した ｡ そ の 中 で ただ
一

つ 変化 しなか っ たもの が あ

るとすれば､ それは言語の 普遍性に依拠 した教育制度

で あ り､ 教授法と言 っ て よか ろう｡ か っ て はそ れ なり

に問題なく機能して い たもの が ､ 今で は上 で見た よう

に様 々 にそ の 限界を露呈 して い る｡

そ の 理由は様 々 に議論でき るだ ろう｡ 教養課程にお

ける外国語教育に対する形骸化の 批判の高まりと､ 大

学 の大衆化の 進行が時期的に重なり合う こ とを指摘す

るこ ともで きる｡ ま た異文化と言語に対す る社会的需

要と受容の 変化､ そ れに伴う学習の 動機の個別化 ､ 受

験英語の制度的な自明化､ な どに つ い て こ の 限界の打

開を求めて議論する ことは大切な こ と で ある ｡ しか し

そ れと同時に こ の 限界は
一

世紀以上続い た外国語教育

の基本姿勢の 中に もともと腫胎 して い た と い う こ とを

見過 ご して はならない だろう｡ そ して 読解力の例 で見

たように ､ 外国語に つ い て の 知識の 習得か ら個別の言

語能力 - 至 る回路の 形成を学習者に委ねたまま では外

国語教育は最早実効をあげる こ とが困難にな っ て い る｡

とするな らば ､ 今日我 々 が直面する課題は ､ い か に し

て こ の 回路 の形成を教育制度 と教授法の 中で実現する

ことが できるか ､ という ことを措い て はな いと思われる｡

4 個別性､ 多様性に配慮 した外国語教育

とは - 提言

こ の 回路の 形成には言うまで もな く ､ 学習者が学ぶ

対象で ある外国語に対して 自らが言語主体で あるとい
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う意識を持 つ こ とが不 可欠で ある ｡ こ の 自覚を抜きに

意欲的な学習もありえない で あろう｡ こ の 点で 大学に

おける外国語教育は高校まで のそ れと明確に
一 線を画

す こ とになる ｡ 英語あるい は ドイ ツ 語などをそれ自体

を自己目的と して学ぶ習癖を改め ､ 言語主体と して の

意識を回復するた めにも､ まず外国語を手段と して ､

読解 で あれ､ 表現 で あれ使用されて は じめ て学習する

意味が ある手段と して ､ 制度と教授法におい て 位置づ

ける こ とから始めなければならない ｡

制度上最低限必要な措置は更なる少人数ク ラ ス の 実

現で ある ｡ ク ラ ス 規模の 大小がそ のまま言語の普遍性

に よるか個別性によるかという教育の あり方を規定す

る (経験的に も50 人の 受講者に対 して個別的な言語能

力の育成を企 て る ことは､ 5 人を前に個別性を無視 し

た教育をする ことと同様に不可能な こと である) とす

れば､ 外国語教育の成否にと っ て適正 なク ラ ス 規模は ､

与えられた学習環境 の 中で より高い効率を図るだけの

教授法以上 に重要である｡ で きる限り設置基準が規定

する少人数ク ラ ス (20 人以下) の実現を図る べ き で あ

る ｡ 真に実効ある外国語教育を目指すならば ､ 教員数

によ っ て ク ラ ス 規模を決定す るの で はなく､ 逆 に適正

なク ラ ス 規模を維持できるだけ の教員を確保する べ き

な の で ある｡ い ずれに して もク ラ ス 規模を犠牲に して

成り立 つ 外国語教育を続け る限り実効ある改革は あり

得な い ｡

初級 で は先ず発音 ､ 文法､ 語桑な ど の規範性と して

の 言語の体系の学習が中心 となるが ､ これらに つ い て

の 知識を常に学習者の個人の言語能力の手段と して習

得させ ､ 低 い レ ベ ル な がら使える とい う意識を絶えず

実践的に育む こ とが重要で あろう｡ こ の 方法は体系の

習得にと っ て それ 自体を 目的と し て学ぶ より言うま で

もなくはるか に効果的で ある｡

こ れ に対 して 中級 では ､ 既 に到達した レ ベ ル で外国

語を学習者の主体的な興味 ､ 関心に基づく言語行為の

手段と して 用 い る ことが できる ｡ こ れには ､ 何 の ため

に外国語を用い る の か ､ と いう明確な目的の 設定がな

されなければならない ｡ こ の 意味で こ れまで の 外国語

科目と各専門科目の 裁然と した住み分けを見直す こと

も有効な方法の
一

つ で あろう ｡ 平成 8 年度に開講を予

定されて い る ｢ 心理学英語+ ､ ｢ 生物学系英語+ など

それぞ れの 専門分野におい て 知見を深める こ とを主目

的とした授業で は ､ 英語とい う外国語はそれが本来占

める べき手段として の正当な位置を与えられる ことに

なり ､ それに よ っ て ｢ 読む+ とい う主体性の 回復と ､

学ばれる べ き言語体系に つ い て の知識の より効果的な

習得が期待される ｡ 同様に英語 I c と し て開設される

英語に よる講義科 目 ｢科学と技術+ ､ ｢ 言語学+ は国

際共通言語と して の 英語を ､ よ り高次の 目的の ため使

用される手段として ､ 講義とい う これま で の外国語教

育の枠を超える授業形式に依りながら､ 英語の最も実

践的な教育の在 り方の
一

つ を示す ことになるはずで あ

る ｡

外国語教育の 教材として 依然として主流をなす文学

作品に つ い て も言語行為の 同様な位置付けが可能で あ

る ｡ 例 えば読解で シ ェ イ ク ス ピ ア を読むならば､ そ の

テ ク ス ト に よ っ て英語の 学習を主目的とする これまで

の 教育は改めなければならない ｡ こ れは既に述 べ たよ

うに､ テ ク ス ト の個別性と､ ｢ 読む+ 主体の 個別性を

等閑にする 二 重 の意味で の非言語的行為に他ならない

からで ある ｡ 逆 に英語を手段として どこまで シ ェ イ ク

ス ピ ア の作品を解明す るなり ､ そ の 面白さを味わう こ

とが できるか ､ と い う こ とが 目的とならなければなら

な い ｡ こ れが前述 した読解における ｢ 読む+ 能力を展

開する条件ともな ろう｡ そ の ため には従来の 狭義の 英

語教授法に加えて ､ 文学 の教授法の工夫が必要で ある｡

こ の ように して特定の 目的の ため の手段と して位置づ

け られる こ とに よ っ て ､ 体系に つ い て学ばれる べ き知

識も､ よ り効果的に習得される｡

一

例を挙げる ｡ 今年度の 人文学部 ドイ ツ語集中 コ
ー

ス で 学生 に興味､ 関心 に従 っ て各 々 が読む テ ク ス トを

選ばせ て みた｡ 雑誌記事 ､ 童話､ 小説 ､ 歴史書から ニ
ー

チ ェ に 至 るま で3 0 の 異な っ た テ ク ス トに各人が取 り組

み ､ 授業 で はそ の 半分を割い て各人の 質問に答えた ｡

詳細は省くが ､ 結果的には単
一

の テ ク ス トを全員で読

む これまで の や り方に比 べ て ､ 学習 の成果には目を陛

るもの が あ っ た ｡
一

人 は 2 週間 で ミ ヒ ヤ エ ル ･ エ ソ デ

の5 0 頁あまり の 小編を読み終え､ ある老は ユ
ー ス ホ ス

テ ル の 歴史を ､ ま た オ
ー ス ト リ ア の社会事情を調 べ る

など､ す べ て ドイ ツ 語を介して しか入手できな い 情報

をいわば本邦初訳として レ ポ
ー

トにまとめ ､ 発表 した｡
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無論初級を終えた ばかりの レ ベ ル で あるから間違い な

ども少なくない ｡ こ れは
一

冊を読みこ なすとい う意欲

の 前で は些事とする こ ともで きるが ､ そ れ以上に個別

的言語能力に と っ て の 間違い と ､ 普遍性の レ ベ ル にお

ける誤りはそ の 性格を全く異にするという ことも了解

して おか なければならない で あろう｡ こ の こ とを理解

しない と最近話題にな っ て い る い わゆ る客観評価が外

国語教育を歪め るばか りか ､ む しろ個別的な言語能力

の展開を封殺して しまう危険をはらむことを看過 しか

ね な い ｡ 旺盛な意欲が あればそれだけ間違い も不可避

的に増え る の で あり､ こ れを安易な客観評価で点数化

しようとするならば学習者を再び確実な知識 へ ､ 即ち

あの 普遍性の レ ベ ル へ と突き戻 して しまうことになる｡

意欲が 言語の習得を導くならば正誤の評価 ､ また教授

法､ 場合によ っ て は教師も不要になる ､ とい う こ とが

学生の発表を聞い た際の 率直な感想で ある ｡ 読 み進め

る過程で 当然各々 が少なからぬ未知の 文法事項に遭遇

したが ､ そ れらの理解は読む と い う主体的な目的に対

する手段と して 了解され､ これまで の 授業形式におけ

るよりはるかに効率的に習得されたようで ある ｡ こ の

実験的な授業はまた ､ 何 の ため に外国語を学び ､ 使う

の かと い う目的意識が ､ 意欲的な学習 へ の取り組み に

不可 欠で ある ことを明瞭に示 した ｡

こ の 目的意識とい う点で制度上初修外国語峠英語に

ない ハ ン デ ィ キ ャ ッ プを負 っ て い る占 現行制度で は入

学手続きに 当た っ て履修する外国語を 申告しな ければ

ならな い が ､ 多く の学生は何の ため に学ぶ の か ､ 何語

を選択す べ きか の判断の 資料もない まま ､ い わば偶然

から 一

つ の 外国語の学習を始める こ とになる ｡ こ の こ

とは単に学生に不親切 とい うだ けでは なく ､ 履修開始

後の 学習意欲､ 学習効率､ そ して 到達度の 上 で大きな

障害要因とな っ て反映するこ とにな る｡ こ こ でも読解

に つ い て述 べ た と同じように ､ 興味､ 専攻との 関連な

ど何らか の主体的な判断に基づく動榛付けが意欲的な

学習とそ の成果の た めには不可欠で ある｡ で は どうす

るか ｡ 以下に
一

つ の 具体案を述 べ る ｡

a ) イ ニ シ エ ー

シ ョ ン ･ コ
ー

ス ( 仮称) を開設する｡

こ の コ
ー

ス の 目的は先ず各外国語 ( ドイ ツ 語 ､ フ ラ ン

ス 語 ､ ロ シ ア語 ､ 中国語 ､ 朝鮮語) に つ い て の情報を

十分た与える ことである｡ 入 学後の第I 期に講義形式

で各外国語の 紹介 ､ 即ちそ の 言語の歴史的､ 文化的な

概要､ 各専門と の 関連性､ 国際言語と して の 位置な ど

か ら始め ､ 音韻体系の 基礎､ 統語論的な特徴か ら学習

の 要点を教え ､ 教材 の 紹介､ モ デ ル 授業などもお こな

う ｡ 単位はⅠ期で 2 単位 となる｡

b ) ⅠⅠ期 で学生は講義で 得た情報をもとに履修する外

国語を選択する ことになる｡ こ こ で考えられる ことは ､

一

方 で意欲を持 っ て
- 外国語を選択する学生がい ると

同時に ､ 他方外国語に つ い て の 必要な情報を得た後､

必ず しも全受講者が
-

外国語の 履修を積極的に希望す

るこ とにな るとは限らない ､ と い う こと で ある｡ 共に

これまで とは異なり､ 学習対象に つ い て の 十分な情報

を基に した判断で あ るとすれば､ それぞ れに尊重 しな

ければならな い で あ ろう｡ そ の 上 で現行制度のままで

は 一

律 4 単位 で あるもの を学生の 意欲に応 じて 2 - 6

単位まで 幅を持た せる ことが で きれば､ 外国語の履修

に意欲的に取 り組む学生の 期待に応え るた め最低必要

な 3 -

4 単位 の 教育がⅠⅠ期だけ で 可能となる ｡

外国語教育が学生の個別的な言語能力の育成に よ っ

て そ の 意義を回復 しようとする の で あれば､ 教育 の成

否が大幅に学生の 主体的な学習意欲にかか る ､ と い う

こ とは繰り返 し述 べ た ｡ こ の イ ニ シ エ ー シ ョ ン
･
コ

ー

ス は 意欲 の喚起の ため に考えられ得る数少ない 方策の

一

つ で あり､ 真剣な検討を願う所以で もある｡
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